
窓枠のゴム、樹脂、塗装部をマスキングで保護します。
マスキングを行う際は、縁を二重にします。
(幅は4cm程度)

ポリッシャーに低反発バフをセットし、
「ガラスウロコワイドリムーバー」で
力を入れずに窓ガラスを
タテヨコ隙間なく磨きます。

「当て木(ヒノキ)」に「ダイヤクロス」を巻き付けて
「ガラスウロココーナーリムーバー」で
隅(コーナー)に残っているウロコを
確認しながら除去します。

洗車もしくは、濡れたタオル等でリムーバーを洗い流します。
拭き取って完成です。

＊タテ・ヨコに
　隙間なく磨く

窓ガラスを洗います。
窓ガラスに鉄粉やザラツキがある場合は、
「トラップ粘土」と「ピュアアップ4」で
鉄粉取り作業を行います。
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窓ガラスのウロコ取りは、専用ケミカルと道具を使って、じっくり磨くことで
窓ガラスを傷めることなく、確実にウロコを除去します。

作業マニュアル窓ガラスのウロコ取り

注意：推奨ポリッシャーのRUPES(ルぺス)
　　  ダブルアクションポリッシャーLHR12Eの場合、
　　  ポリッシャーの回転数の目安「4」

注意：ひび割れ、飛び石、
　　  リペア跡のあるガラスは
　　  作業できません。

注意：ウロコ取り作業の際に
　　  キズが付くのを防ぎます。

注意：力を入れすぎると割れる原因になります。

注意：マスキングは、細心の注意をはらいながら
　　  塗装を傷めないように、ゆっくり剥がします。

参考：
ウロコを除去後、必要に応じて
窓ガラスの「ウィンドゥガラスフッ素」を施工します。
「ウィンドゥガラスフッ素」をすると、ウロコがもう付きづらくなります。

ひび割れ 飛び石 リペア跡

必要に応じて鉄粉取り 拭き上げ洗う

当て木

事前に窓ガラスの状態をチェック

マスキングシートで保護STEP.2

窓ガラスを洗うSTEP.1

「ガラスウロコ コーナー リムーバー」作業STEP.4

「ガラスウロコ ワイド リムーバー」作業STEP.3

窓ガラスのウロコ取り剤
内容量：190ml

窓ガラスのウロコ取りで使用するツール

広範囲ポリッシャー用
「ガラスウロコワイドリムーバー」

＊隅に残っている
　ウロコを除去

使用ツール
「ウィンドゥガラスフッ素」→

❶

全体を磨き終えたら、
窓ガラスに残った「ガラスウロコワイドリムーバー」を拭き取ります。

❷

マスキングシートを剥がすSTEP.5

仕上げSTEP.6

窓ガラスのウロコ取り剤
内容量：140ml

細部手磨き用
「ガラスウロココーナーリムーバー」

細部手磨き用
「当て木（ヒノキ）」

窓ガラス

窓ガラス

STEP.3で使用 STEP.4で使用 STEP.4で使用

幅4cm程度
(マスキングを二重)

施工動画マニュアル（DVD）スマホキーパー、窓ガラスのウロコ取り、布シートコーティングの施工マニュアルを収録 別売500円


